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宮はつらつ     っこ
今、輝いている市民

日
々
の
積
み
重
ね
が
実
っ
た

　
　全
国
読
書
感
想
文
　最
優
秀
賞
受
賞

　
昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ

た
、
小
学
生
対
象
の
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
第

39
回
手
の
ひ
ら
文
庫
賞
」

で
、
個
人
賞
の
自
由
図
書

部
門
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
小
堀
さ
ん
。
全
国
か
ら

15
万
６
０
０
０
点
余
り
も

の
応
募
が
あ
っ
た
中
、
各

学
年
１
人
と
い
う
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
快
挙
に
「
う
れ
し

か
っ
た
と
い
う
よ
り
、
び
っ
く

り
し
た
」
と
受
賞
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
感
想
文
の
題
材
に
選
ん
だ

「
ハ
ン
ナ
の
学
校
」
は
、
盲
目

の
少
女
ハ
ン
ナ
が
、
周
り
の
子

と
同
じ
よ
う
に
学
校
生
活
を
送

り
た
い
と
い
う
夢
を
叶
え
る
話
。

「
ハ
ン
ナ
か
ら
頑
張
れ
ば
夢
は

叶
う
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
」

と
話
す
小
堀
さ
ん
は
、「
ぼ
く
も

プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る

と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め
、毎

日
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

と
自
身
の
夢
の
実
現
に
向
け
、

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
感
想
文
の
手
法
と
し

て
活
用
し
た
手
紙
方
式
は
、
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
「
学
び
の
杜
」
の
公
開
講

座
で
習
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
加

え
、
小
堀
さ
ん
の
作
文
力
は
、

「
朝
早
く
起
き
て
書
く
の
が
習

慣
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
２

年
生
か
ら
毎
日
欠
か
さ
な
い
日

記
で
も
養
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
読
書
感
想

文
を
書
い
て
い
き
た
い
」
と
話

す
小
堀
さ
ん
。
日
々
鍛
え
ら
れ

る
文
章
力
と
、
本
か
ら
吸
収
し

た
想
像
力
を
武
器
に
、
成
長
を

続
け
る
姿
に
注
目
で
す
。

細
谷
小
学
校

　  

　 小
堀
　陽
生
さ
ん

は
る
き

宇
都
宮
市
年
表

　このコーナーでは、宇都宮の120年の歩みを年表
と写真で紹介します。

◀
市
民
に
親
し
ま
れ
た「
ド
ン
」　
明
治
の

終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、市
内
で
は
、正
午
を
告

げ
る
午
砲
の「
ド
ン
」が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

軍
事
費
削
減
の
波
に
押
さ
れ
師
団
司
令
部

で
廃
止
さ
れ
、市
が
寄
贈
を
受
け
た
後
は
、

サ
イ
レ
ン
が
設
置
さ
れ
る
昭
和
７
年
ま
で
、

八
幡
山
で
続
け
ら
れ
ま
し
た（
下
野
新
聞

社
提
供
）。

西暦
年

1919
8

1920
9

1921
10

1922
11

1926
15

1924
12

1927
2

主
　な
　出
　来
　事

▽
上
町
、下
町
に
公
設
市
場
を
開
設

▽
市
役
所
内
に
職
業
紹
介
所
を
新
設

▽
初
め
て
の
市
営
住
宅
60
戸
が
完
成

▽
宇
都
宮
市
報
第
１
号
を
発
行

▽
最
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

物（
下
野
新
聞
社
）が
で
き
る

▽
師
団
司
令
部
の
午
砲
が
廃
止
さ

れ
、市
が
10
月
か
ら
続
け
る

▽
宇
都
宮
尋
常
高
等
小
学
校
の
高

等
科
男
子
を
高
等
小
学
校
に
移
し
、

宇
都
宮
尋
常
高
等
小
学
校
を
宇
都

宮
中
央
尋
常
小
学
校
と
改
称
す
る

▽
市
制
施
行
30
周
年

記
念
行
事
と
し
て
八

幡
山
で
花
火
大
会
を

開
催

▽
市
立
八
幡
山
公
園

を
開
設
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